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苗 づ くり

苗づくりの手順

発芽本葉ではじめ本葉1～2枚本葉3～4枚本葉５～10枚

乾かさないi三r雨二 -Ｊ／ノＬ二一
3～４cm間隔

Ｚ施肥5~,0日に,回

間引き

じかまきの場合は必ず行う作業で，本葉がではじめ１～２枚となったころ，苗が約３ｍ間隔

となるように間引きます。さらに本葉が５～10枚前後のころ第２回の間引きをし，小型種で１５

cm前後，中型種20cm前後，大型種30cm前後の間隔で残るようにします。

間引きは生育のよいものを残します。点まきでは，１本を残し間引きます。

移植

容器平箱，ビニールポット

用土赤玉Ｉ（中～小粒）と腐葉土を等量混合したものに，モミガラくん炭を少量加えると

さらによい。

方法本葉が３～４枚となったものを，ハシやピンセットを用いていねいに根の部分を掘り

あげます。平箱では３～４cm間隔で植え付け，ビニールポット（２～2.5号）では１

本植えにします。

管理

置き場移植後１～３日は，風のない半日陰

に置き，乾かないようにします。そ

の後は十分日に当てます。

肥料移植５～７日後から液体肥料を１週

間ごとに与えます。

防寒秋まき草花のうちやや寒がるストッ

クやキンギョソウ，アリッサム，キ

ンセンカなどは簡単な霜よけかフレ

ーム内で育でます。

定植

花壇などはまえもって石灰や堆肥，肥料など

を入れよく耕しておきます。定植間隔は草花の

大きさにより間隔を取ります。

鉢植えは，排水よく植え付け，１OELおきに液

体肥料を施します。
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